【外食産業】

職種：商品開発　　職務：メニュー開発

【概要】

　メニュー開発とは、商品開発プロセスのうち、新規メニューの開発や既存メニューの改善・廃止を検討する職務をいう。

【仕事の内容】

メニュー開発プロセスでは、新規メニューを試作し、売れ行きの予測を含めたマーケティングや、店舗で調理しやすいか、コストはどうかなど総合的な評価を実施し、適切な評価を下す。新規メニューの可能性が確認された後、新規メニューをエリアや特定の店舗においてテストマーケティングし、そこから浮かび上がった問題点・課題の解決を図る。

新規メニューを各店舗に導入するに当たり、調理方法等を説明できるように具体的なレシピをテキスト等に整理し、個別の店舗において具体的な指導を企画・実践する。

既存のメニューについては、販売動向を売上実績という数値結果のみならず、なぜそのような結果になったのかその他の要因を含めて総合的に判断し、販売動向調査結果から既存メニューの改善もしくは廃止を検討する。廃止する場合は代替的なメニューをどうするかなど、メニューを総合的に検討し最適なメニュー構成を提案する。

（1） 【求められる経験・能力】

（2） 外食産業のうち本社業務に入職を希望する場合においても、通常店舗業務・店長業務を経験した後に、本社業務に異動することが多く、特別な公的資格は必要とされない場合が多い。経歴採用の際は、当該業務における実務知識と専門知識が問われる。

（3） 外食産業において、メニューは商品の品揃えに相当するので、メニュー開発業務の重要性は非常に高い。さらに、お客様が「食」に求めるものは絶えず変化しており、必然的にメニューの変化が激しい。それに伴ってメニュー開発の重要性が高まっているので、業務のスピードと的確性が求められる。

（4） より高いレベルで業務を遂行するためには、知識や経験などとともに、絶えずアンテナを張るなど「食」に対して強い興味を持ち続けることが求められる。

【関連する資格・検定等】

· 栄養士（社団法人全国栄養士養成施設協会、社団法人日本栄養士会）

· 管理栄養士（社団法人全国栄養士養成施設協会、社団法人日本栄養士会）

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　０２５　食品技術者

１１１　栄養士

２５２　企画・調査事務員

２８１　営業・販売事務員



















PAGE  

